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せた 1 ・ 5m長の二次元読み出しの位置検出器においては，多重極磁場だけでは補正しきれない縦方
向の運動学的効果による像の湾曲にも補正でき， さらに大立体角，高分解能の測定が可能となったO
? ?

















いる。すなわち二重魔法数核90Zr には LEOR と呼ばれる電気 8 重極子励起状態の集団が知られてい
たが藤田君の陽子非弾性散乱精密測定で実は電気16重極並びにそれ以上の多重度の励起状態集団も混
在する事を発見，国際的注視の的となったo 又，永年の懸案課題であった二重魔法数核48Ca の磁気双
極子励起状態についても決定的な実証を行ない，その励起強度について新しい問題提起をしている。
以上要するに藤田君の研究は国際水準を優に越える測定法の開発と大型粒子位置検出器系の開発並
びにその集大成としてのスペクトログラフ「雷電j の稼動実績を最高とする数々の核光学上の新しい
成果を得ている。よって理学博士の学位に充分値するものであると認める。
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